
快適湿度を保つために注意すること

建築工房クーム：実例ギャラリー

１換気 ２除湿＆加湿

年間を通して、望ましい室内湿度の目安は 30～
60％となります。最も過ごしやすい湿度は『45～
60％』です。乾燥しがちな冬でも、湿度を 30％以
上を保つように心がけたいものです。

また、涼しさ・暖かさの感じ方は「温度」だけでなく「湿度」でも変わります。例えば夏、健康によい室温は

『27～ 28℃』といわれています。しかし、この温度設定で冷房しても、あまり涼しく感じられなかった経験

がありますよね。それには「湿度」が関係しています。室温 27～ 28℃の場合、湿度が 60％以上あると涼し

く感じないのですが、50％以下になれば快適に感じるのです。逆に、冬場は湿度が 10％など低い状態だと、

なかなか暖かく感じません。このように、私達が快適と感じるためには、温度と湿度のバランスが重要となっ

ているのです。

住まいづくりの段階で快適湿度を保つ為の工夫があります。例えば、エコカラットというモノを湿気のこもる洗面脱衣室などに使用するとか、湿度調
整効果のある塗り壁を使用するとか、湿度に合わせて外から吸い込む空気量を調整できる換気システムを採用するなどがあります。住まいは、単なる
箱ではありません。快適な暮らしのコアとなるのが住まいです。ですから、快適な空間を考えた住まいづくりがとても重要です。

私たち建築工房クームでは、住まいの性能とデザイン性を高めた住まいづくり
『LOCO House』を提供しております。ここで、エコカラットや塗り壁を使った
空間の実例をご紹介します。

なんと言っても、換気です。晴れた日には窓を開けて風を通したり、換気
扇をこまめにまわすなど、普段から換気を心がけて下さい。また、外出時
も閉め切らずに、外気が流れる工夫をしましょう。外が雨の場合でも、絶
対湿度は『室内＞屋外』となるのが普通なので、ある程度換気をした方が
湿度は低くなります。しかし、換気の仕方は住まいの気密性によって変わ
ります。古い木造住宅などは、気密性が低いため絶対湿度はほぼ屋外と同
じになり、あまり気にする必要はありません。しかし、気密性がそこそこ
なのに換気システムが無い場合（換気システム義務化前のマンションなど）
絶対湿度が『室内＞屋外』となってしまいがちなので、雨の入らない換気
口があれば開けておいたり、洗面所・浴室の換気扇を回したままにするな
ど換気を心がけて下さい。また、24 時間換気システムのある家の場合「雨
の日に外の湿気が入らないように」との理由で換気扇を止めてしまわない
ようにしましょう。これは逆効果となります。

エコカラット
洗面脱衣室は、湿度の上がる場所です。そして、
ニオイもこもる場所でもあります。そこで、１
面だけエコカラットを採用しました。調湿効果
と防臭効果のあるこのエコカラットを採用する
ことで、クリーンな空気を保つ為の補助的役割
が得られます。デザインも細かな凹凸のあるモ
ノを選び、陰影の表情が空間のデザイン性を高
めてくれます。

塗り壁
玄関は、住まいの印象を決める大切な場所です。玄関
を入った時に不快な湿気やニオイがあるとせっかくの
住まいも台無しです。ここでは、一番始めに目に入る
正面の壁をニッチのある塗り壁にして、雰囲気をかも
ち出し、塗り壁の持っている効果で湿度やニオイを軽
減させています。

除湿と加湿 設備で湿度を整えるのもひとつの手段です。気温が高くなく湿
度が高い季節は「除湿機」を、気温も湿度も高い夏場は「エアコン」を利
用するなど、状況に応じて使い分けましょう。また、冬場はエアコン・FF
式暖房機などを使用していると、室内が乾燥しますので「加湿器」などを
活用しましょう。

この他にも、日常の生活の中で注意できることがあります。例えば、洗濯
物の室内干しは室内の湿度を 10％程度上昇させるといわれています。湿度
が低くなる季節は有効ですが、逆に湿度が高くなる季節では避けたほうが
よいですね。また、押入れや靴箱などでも、湿気がこもらないように工夫
をしたり、家具と壁の間に隙間をつくり風通しをよくするなども有効です。

快適湿度

梅雨時だけじゃダメ！
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キッチンに潜む細菌！梅雨の対策をチェック

ケケケ....

キッチンには、細菌が棲みやすい場所がいっぱい！
隅々までチェックしてみよう！！
住まいには、驚く程に細菌がいます。すべての細菌が害という訳ではありませんが、この
梅雨時もっとも細菌が繁殖しやすくなり、カラダに害を及ぼす細菌が繁殖する危険があり
ます。ジメジメとする季節を健康に過ごす為に梅雨時期の対策をしましょう。

トイレの便座よりも
細菌が繁殖するキッチンタオル！

住まいで一番細菌が繁殖する場所は、キッチンタオルなん
です。あるお宅で実際に細菌の数を計測したところ、トイ
レの便座よりも細菌が発生していました。キッチンタオル
は、使用したらすぐに洗って使用することが必要です。『面
倒だなぁ～』とか、『気になるなぁ～』とか思われる方は、
アルコールとキッチンペーパーを使用すると良いでしょう。
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冷蔵庫のマグネットは
意外にも細菌が・・・
冷蔵庫にマグネットをお使いになる方は多いと想います。
一度付けたら、あまり動かさないことが多いのではない
でしょうか？やはり、梅雨時には湿気が多いので、この
マグネットの接着面に細菌が繁殖してしまいます。なの
で、取り外して拭き掃除をする必要があります。

梅雨前に洗濯
今すぐ！『カーテン』
お部屋のホコリやニオイの粒子をたっぷり吸い込んでい
るばかりか、冬季や梅雨時に発生しやすい窓際の結露を
受け、カビの温床にもなりうるカーテンは、住まいのお
掃除的に最も盲点 ! できれば入梅前に冬場のホコリや、ホ
コリに含まれている胞子状のカビを洗濯した落としてお
きたかったところ。でもそれがまだなら、梅雨明け直後
がチャンスです！

意外と臭う
『テーブルクロス』『ランチマット』

これは日常的にこれらを使っているご家庭よりは、たまに使う頻度のお宅でチェックして
欲しい。最近使っていないテーブルクロスやランチマット。洗濯してあっても、収納棚の
中でちょっと臭っていませんか？例えば赤ちゃんのスタイ（よだれかけ）や食べこぼしの
ある子ども服などでもそうなのですが、食べ物汚れのある布ものは洗っても洗ってもニオ
イが残りがちなのです。「洗濯→漂白→洗濯」というサンドイッチ方式で入念に洗って後
に乾燥機にかける方法も有効ですが、むしろこれらの使用頻度を高め常に洗うか使うかす
る、というのも逆にニオイ対策になります。お試しを！

季節に合わせたカバー
に換えたい『クッション』
背中にクッション、TV を観ながらソファでごろごろ…抱
きクッション、お尻の下にもクッション。汗、食べ物カス、
よだれなどなどで結構汚れています。で、案外臭います。
最低限半年に一度ぐらいは洗濯いたしましょう。季節替
えで毛足の長いカバーを麻（リネン）などに交換すると、
目にも涼しくニオイも消え、一石二鳥です。
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キッチンのカビポイントは冷蔵庫 !
カラダにやさしいモノで掃除しましょう！

梅雨時は食べ物の傷みも早いものです。冷蔵庫に食べ物を無計画に詰め込ん
でいませんか ?　カビのついてしまった食品は他の食品の劣化も早めます。
チーズ、バター、ジャムなどや、古いパンやごはん、傷んだ野菜がないかチェッ
ク。また冷蔵庫の中に濡れたままの食器を入れたりして、仕切り棚を水っぽ
くさせないようにしましょう。庫内の掃除はアルコール・スプレーして、キッ
チンタオルで拭き取ると簡単かつスピーディーです。

キッチンは食べ物を扱う場所。お風呂で使うような強い薬剤は少し不安な場
合、便利なのが「お酢」と「重曹」。どちらも口に入れることができる原料です（量
にもよりますが…）。カビが生えたりヌメヌメしたりしやすいシンク周り、排
水口には重曹を 2 分の 1 カップ程入れ、すぐにお酢を流し込みます。発泡が
始まるのでしばらく放置。その後熱湯を流し込みます。三角コーナーにも応
用可能。重曹は食器洗いにも活躍しますし、湯垢のついたポットの洗浄にも
役立ちます。

2ここも梅雨どき臭う！ポイントチェックここも梅雨どき臭う！ポイントチェック
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